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(57)【要約】
【課題】測定した体温レベルに応じて色の異なる発光部
を点灯させることにより、夜間でも離れた所から体温レ
ベルを認識でき、しかも耳孔に挿入したままで長時間使
用できる耳式体温計を提供するものである。
【解決手段】耳栓形状をなすブローブ２を設けたイヤー
ホーン形の本体ケース４と、このブローブ２に設けられ
た赤外線センサー８と、この赤外線センサー８で検出し
た体温を予め設定された複数の温度レベルと比較する判
定回路９と、判定された温度データに対応する温度レベ
ルのスイッチＢ１～Ｒ２を切替えるスイッチ回路１０
と、本体ケース４の外部に露出する側面に設けられ、前
記複数の温度レベルに対応するスイッチ回路１０のスイ
ッチＢ１～Ｒ２に接続された複数の色の異なる発光ダイ
オードＢ、Ｅ、Ｒとからなることを特徴とするものであ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】 耳栓形状をなすブローブを設けたイヤー
ホーン形の本体ケースと、このブローブに設けられた測
温部と、この測温部で検出した体温を予め設定された複
数の温度レベルと比較する判定回路と、判定された温度
データに対応する温度レベルのスイッチを切替えるスイ
ッチ回路と、本体ケースの外部に露出する側面に設けら
れ、前記複数の温度レベルに対応するスイッチ回路のス
イッチに接続された複数の色の異なる発光表示部とから
なることを特徴とする耳式体温計。
【請求項２】 測温部が赤外線センサーで形成され、発
光表示部が発光ダイオードで形成されていることを特徴
とする請求項１記載の耳式体温計。
【請求項３】 測温部にタイマーが接続され、所定時間
ごとに体温を測定するようにしたことを特徴とする請求
項１記載の耳式体温計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は体温のレベルを色別
に表示する耳式体温計に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般に使用されている体温計は、測温部
が棒状をなし、この測温部を脇の下に挟んで検温し、検
温した体温をデジタル表示する電子体温計や、近年開発
されている耳孔内に測温部を挿入して、測定した体温を
デジタル表示する耳式体温計がある。
【０００３】これら従来の体温計は、介護者が液晶面に
デジタル表示された数字を読み取って体温を測定するも
のである。しかしながら、デジタル表示された数字を読
み取る従来の体温計は、昼夜を問わず急変して発熱する
患者や、意識障害のある病人あるいは言葉が話せない幼
児などは、体温の上昇による体調の変化を、看護婦や保
母、親などに伝えることができない。
【０００４】また看護婦や保母は多数の患者や子供を管
理していて多忙であるため、体温計を一人一人に当てて
検温し、体温の変化を十分に把握することができない。
また夜間は病室を暗くして寝るので、他の患者を起こさ
ずに検温するため、懐中電灯で照らしながらデジタル表
示された数字を読み取らなければならなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記問題点を
除去し、測定した体温レベルに応じて色の異なる発光部
を点灯させることにより、夜間でも離れた所から体温レ
ベルを認識でき、しかも耳孔に挿入したままで長時間使
用できる耳式体温計を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１記載の
耳式体温計は、耳栓形状をなすブローブを設けたイヤー
ホーン形の本体ケースと、このブローブに設けられた測
温部と、この測温部で検出した体温を予め設定された複
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数の温度レベルと比較する判定回路と、判定された温度
データに対応する温度レベルのスイッチを切替えるスイ
ッチ回路と、本体ケースの外部に露出する側面に設けら
れ、前記複数の温度レベルに対応するスイッチ回路のス
イッチに接続された複数の色の異なる発光表示部とから
なることを特徴とするものである。
【０００７】本発明の請求項２記載の耳式体温計は、測
温部が赤外線センサーで形成され、発光表示部が発光ダ
イオードで形成されていることを特徴とするものであ
る。更に本発明の請求項３記載の耳式体温計は、測温部
にタイマーが接続され、所定時間ごとに体温を測定する
ようにしたことを特徴とするものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下本発明の実施の一形態を図１
ないし図３を参照して詳細に説明する。図において１は
耳式体温計を示すもので、これは耳栓形状をなすブロー
ブ２をフランジ部３の側面に突設させたイヤーホーン形
の本体ケース４の、前記フランジ部３の外部に露出する
側面に青色と黄色および赤色の発光ダイオードＢ、Ｅ、
Ｒが設けられ、更にこの下にスイッチ５が取付けられて
いる。
【０００９】本体ケース４の内部構造は図２に示すよう
に、電池６にスイッチ５が接続され、このスイッチ５
は、タイマー７を介して、ブローブ２内に設けた測温部
となる赤外線センサー８に接続されている。９は赤外線
センサー８に接続された判定回路で、これは赤外線セン
サー８で検出した赤外線量を、予め設定された温度レベ
ルと比較して判定する回路である。
【００１０】１０は判定回路９に接続されたスイッチ回
路で、予め設定された温度レベルに対応して電流を切替
えるスイッチＢ１、Ｂ２、Ｅ１、Ｅ２、Ｒ１、Ｒ２が設
けられている。このうちスイッチＢ１、Ｅ１、Ｒ１はそ
れぞれ青色と黄色および赤色の発光ダイオードＢ、Ｅ、
Ｒに接続され、更にスイッチＢ２、Ｅ２、Ｒ２は点滅回
路１１を介してそれぞれ青色と黄色および赤色の発光ダ
イオードＢ、Ｅ、Ｒに接続されている。
【００１１】ここでスイッチＢ１は例えば３７℃～３
７．４℃の温度レベルに設定されて、この温度範囲でス
イッチがオンになり、スイッチＢ２は、３７．５℃～３
７．９℃に設定され、スイッチＥ１は、３８℃～３８．
４℃に設定され、スイッチＥ２は３８．５℃～３８．９
℃に設定され、スイッチＲ１は３９℃～３９．４℃に設
定され、更にスイッチＲ２は３９．５℃以上でスイッチ
がオンになるように設定されている。
【００１２】上記構成の耳式体温計は図３に示すように
耳１２の耳孔１３にブローブ２を挿入して装着する。ス
イッチ５を入れると図２に回路の電池６からタイマー７
を介して電源が供給され赤外線センサー８が作動する。
赤外線センサー８はブローブ２の先端側に設けられ、鼓
膜１４に対向するように配置されているので鼓膜１４か
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ら照射された赤外線１５を赤外線センサー８で検出し、
この検出した赤外線量に応じた測定データーが判定回路
９に出力される。この判定回路９では予め設定された温
度レベルのデーターと比較して、対応する温度レベルの
場合にスイッチ回路１０の対応するスイッチＢ１、Ｂ
２、Ｅ１、Ｅ２、Ｒ１、Ｒ２を切替えるようになってい
る。
【００１３】例えば体温が３６．５℃の時には、スイッ
チ回路１０に信号が出力されず発光ダイオードＢ、Ｅ、
Ｒは消灯したままの状態である。体温が３７．２℃に上
昇した時には、判定回路９からスイッチ回路１０のスイ
ッチＢ１に信号が出て、ここでスイッチがオンになって
青色の発光ダイオードＢに通電されて青色に点灯する。
更に体温が上昇して３７．６℃になると、スイッチＢ２
から点滅回路１１を介して青色の発光ダイオードＢに通
電されて青色に点滅する。この後、更に体温が上昇して
３９．６℃になるとスイッチＲ２から点滅回路１１を介
して赤色の発光ダイオードＲに通電されて赤色に点滅す
る。なおタイマー７は例えば１分ごとに回路をリセット
して、現在の体温を表示するようになっている。
【００１４】従って本発明の耳式体温計１は、イヤーホ
ーン形で小型に形成されているので耳孔１３に挿入した
ままで長時間使用でき、しかも現在の体温を色別に表示
するので離れた所や、夜間に消灯した暗い部屋でも容易
に患者や子供の体温を知ることができる。また赤外線セ
ンサー８は数秒で測定できるので迅速に検温することが
できる。
【００１５】なお上記説明では測温部として赤外線セン
サー８を用いた非接触形のものについて示したが、温度
変化に応じて抵抗値が変わるサーミスターを設けた接触
形のものでも良い。また上記説明では発光表示部として
青色と黄色および赤色の３色の発光ダイオードＢ、Ｅ、
Ｒを設けた場合について示したが、その個数や点灯する
色の組合せは自由に設定することができる。
【００１６】また発光表示部としては発光ダイオードに
限らず、面状発光体や、ランプと色カバーの組合せによ
り色違いに発光させる構造でも良い。またタイマー７は
例えば１０秒オン、１０秒オフを繰り返すように設定す
れば電池６の消耗を少なくすることができる。
【００１７】
【発明の効果】以上説明した如く本発明に係る請求項１
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記載の耳式体温計によれば、イヤーホーン形で小型に形
成されているので耳孔に挿入したままで長時間使用で
き、しかも現在の体温を色別に表示するので離れた所
や、夜間に消灯した暗い部屋でも容易に患者や子供の体
温を知ることができる。特に多数の患者が入院している
病院や、多数の幼児を保育している保育園などで使用す
ることにより、体温の急変に対して迅速に対応すること
ができる。
【００１８】また請求項２記載の耳式体温計は、測温部
が赤外線センサーで形成されているので検温時間が速
く、また発光表示部が発光ダイオードで形成されている
ので、小型で耐久性に優れ、しかも電池の消耗も少なく
することができる。更に請求項３記載の耳式体温計は、
測温部にタイマーが接続され、所定時間ごとに体温を測
定するようにしたので、更に電池の消耗を少なくして長
時間の検温を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態による耳式体温計の斜視
図である。
【図２】本発明の耳式体温計の構成を示す回路図であ
る。
【図３】図１の耳式体温計を耳孔に挿入した状態を示す
斜視図である。
【符号の説明】
１ 耳式体温計
２ ブローブ
３ フランジ部
４ 本体ケース
５ スイッチ
６ 電池
７ タイマー
８ 赤外線センサー
９ 判定回路
１０ スイッチ回路
１１ 点滅回路
１２ 耳
１３ 耳孔
１４ 鼓膜
１５ 赤外線
Ｂ、Ｅ、Ｒ 発光ダイオード
Ｂ１、Ｂ２ スイッチ
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种耳式体温计，通过照亮具有不同颜色的照明部
件，即使在夜间也可以从远处识别温度水平，并且可以在长时间插入耳
洞时使用。测量体温水平。解决方案：这种耳式体温计配有耳机形温度
计机身外壳4，其具有耳塞式探头2，设置在探头2中的红外传感器8，用
于比较由传感器感测的体温的判断电路9具有多个预先设定的温度水平的
图8所示的开关电路10，用于在与判断的温度数据相对应的开关B1至R2
之间切换的开关电路10，以及设置在从壳体外露出的侧壁上的发光二极
管B，E和R.如图4所示，开关电路10中的开关B1至R2与温度电平相对
应。
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